ネットワーク対象者名簿台帳取扱要領

（目　的）

第1条 この要領は、「見守りネットワーク支援事業」を推進するために必要な基礎資料である「ネットワーク対象者名簿台帳」（以下「台帳」という。）の使用目的を明確化し、慎重に取り扱うため下記のとおり定めるものである。
（台帳の整備）

第2条 台帳は、様式第１号により整備するものとする。
（台帳の配布）

第3条 台帳は、学区・地区社会福祉協議会（以下「学区・地区社協」という。）代表者会議において配布する。
（台帳の記入）

第4条 台帳は、自治会長、民生委員・児童委員（以下「民生児童委員」という。）が協議し、記入する。

（台帳の管理及び保管）

第5条 台帳は、酒田市社会福祉協議会（以下「酒田市社協」という。）と学区・地区社協会長が各１部を保有し、管理する。

２　台帳は、施錠のできる場所に保管する。施錠設備のない場合は、管理者が　責任をもって保管する。

（情報の供覧）

第6条 見守り支援に必要な情報の開示は、学区・地区社協合同会議等において一覧表又は口頭で行う。
（関係機関の台帳閲覧）

第7条 関係機関が台帳の閲覧を求める場合は、使用目的が個人に関わる緊急性のある場合等、酒田市社協事務局長の判断で行う。
２　酒田市社協は、ネットワーク対象者名簿閲覧簿を備え、閲覧した場合は記録し、保管する。

（その他）

第8条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。
　　　附　　則

　この要領は、平成１８年４月１日より施行する。

　　　附　　則

　この要領は、平成２１年４月１日より施行する。

附　　則

　この要領は、平成２２年４月１日より施行する。
